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後列左から　新輪考
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や ま と
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前列左から　新輪知
ともひろ
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あきら

さん（2集団）、石井組合長、熊谷専務、増子博
ひろやす

康さん（8集団）、田中紳
しんたろう

太郎さん（7集団）



桑名青年部長による
特別決議提案
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議
長
団
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
よ
り
、

全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
良

則
氏
の
退
任
の
挨
拶
の
後
、
桑
名
青
年

部
長
に
よ
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道
農

業
・
地
域
社
会
及
び
国
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
特
別
決
議
（
案
）」
が
提
案

さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
し
、
熊
谷
専

務
の
閉
会
の
挨
拶
で
11
時
39
分
に
無
事

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

５
年
間
の
検
証
後
判
断
す
る
と
さ
れ
て

い
る
准
組
合
員
の
利
用
制
限
に
お
い
て

も
今
後
の
対
応
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

　

本
年
度
も
豊
穣
の
出
来
秋
で
あ
り
ま

す
こ
と
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
櫛
引
町
長
、
田
中
町
議
会

議
長
、
各
連
合
会
を
代
表
し
、
Ｊ
Ａ
共

済
連
北
海
道
本
部
佐
藤
北
見
支
所
長
に

ご
挨
拶
を
頂
き
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
長
団
に
は
、
第
６
営
農
集
団
赤
松

武
美
氏
の
推
薦
指
名
に
よ
り
、
第
５
営

農
集
団
市
橋
淳
史
氏
、
第
７
営
農
集
団

鈴
木
良
則
氏
の
両
氏
が
選
任
さ
れ
議
長

団
を
代
表
し
て
、
市
橋
淳
史
氏
が
挨
拶

し
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
総
会
は
９
時
に
笹
渕
参
事

の
開
会
宣
言
に
よ
り
始
ま
り
、
出
席
者

全
員
の
Ｊ
Ａ
綱
領
朗
唱
に
よ
り
例
年
通

り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
井
組
合
長
は
冒
頭
「
昨
年
度
は
春

先
よ
り
温
暖
な
気
候
の
中
、
各
作
物
と

も
順
調
な
生
育
が
続
き
、
き
た
ほ
な
み
、

て
ん
菜
に
お
い
て
は
記
録
的
な
高
反
収

と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
は
、
昨
年
国
内
で

初
め
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
シ
ロ
シ
ス

ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
問
題
に
対
し
て
当
農

協
と
し
て
も
危
機
感
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
黄
色
シ

ス
ト
も
年
々
拡
大
し
て
い
る
中
、
い
ま

一
度
再
考
し
、
シ
ス
ト
発
生
面
積
の
抑

制
、
密
度
の
低
減
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、
全
容
が

見
え
て
お
ら
ず
、
細
部
に
わ
た
る
情
報

開
示
と
問
題
点
を
洗
い
だ
し
、
持
続
可

能
な
農
業
の
確
立
の
た
め
の
審
議
を
望

む
と
こ
ろ
。

　

農
協
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
４
月
１

日
よ
り
施
行
さ
れ
本
格
的
な
農
協
改
革

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

　
第
68
回
通
常
総
会
が
終
了

協
同
の
精
神
で
難
題
に
立
ち
向
か
う
！

　
〜
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
セ
ン
チ
ュ
ウ
か
ら
地
域
社
会
及
び
農
業
を
守
る
〜

全員でＪＡ綱領朗唱
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容
も
明
か
さ
れ
、
大
企
業
の
利
益
追
求

が
狙
い
で
、
関
連
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項

の
恐
ろ
し
さ
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
今
こ
そ
真
実
を
正
し

く
理
解
し
広
め
、「
今
だ
け
、
金
だ
け
、

自
分
だ
け
」
の
『
３
だ
け
主
義
』
か
ら
、

「
売
手
よ
し
、買
い
手
よ
し
、世
間
よ
し
」

の
『
三
方
よ
し
』
主
義
に
し
な
け
れ
ば
、

社
会
の
均
衡
あ
る
発
展
は
望
め
な
い
！

と
締
め
く
く
り
講
演
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
多
く
の
方
々
に
も
広
く
聞

い
て
頂
く
た
め
、
遅
い
開
催
時
間
と
な

り
ま
し
た
が
、
組
合
員
は
も
と
よ
り
、

Ｊ
Ａ
職
員
・
町
職
員
・
町
内
外
か
ら
、

１
７
０
名
余
り
の
参
加
が
有
り
、
講
演

に
対
す
る
質
問
も
出
る
な
ど
盛
会
裏
に

終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

講
演
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

主
催
を
Ｊ
Ａ
が
、
共
催
団
体
に
清
里

町
と
清
里
町
議
会
の
構
成
に
て
開
催
し

た
今
回
。
先
ず
講
演
に
先
立
ち
、
主
催

者
で
あ
る
石
井
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、

共
催
団
体
を
代
表
し
て
、
櫛
引
町
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
早
速
講
演
と
な
り
ま
し

た
。

　

配
布
さ
れ
た
資
料
は
、
全
26
頁
に
亘

る
膨
大
な
も
の
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク

１
冊
に
相
当
す
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
内
容

で
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
を
め
ぐ
る
本
当
の

話
」
で
は
、
一
般
報
道
さ
れ
た
ハ
ワ
イ

や
ア
ト
ラ
ン
タ
会
合
に
お
け
る
内
容
が

話
さ
れ
、
我
々
が
知
り
え
た
内
容
と
大

き
く
相
違
し
て
い
る
実
態
や
、
２
国
間

協
議
等
で
は
、
随
所
に
演
技
が
有
り
、

さ
も
農
畜
産
物
交
渉
が
継
続
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
報
道
は
ウ
ソ
で
あ
る
と
も

暴
露
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
前
と
後
に
公
表
さ
れ
た

試
算
値
に
つ
い
て
も
、
研
究
室
で
の
試

算
と
大
き
く
相
違
し
て
お
り
、「
絵
空

事
で
あ
る
。」
と
バ
ッ
サ
リ
切
り
捨
て

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
般
消
費
者
に
直

接
関
連
す
る
「
輸
入
食
品
に
隠
さ
れ
た

中
身
」
で
は
、
米
・
豪
牛
肉
の
飼
料
に

添
加
さ
れ
て
い
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
や
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
の
脅
威
の
実
態
内

　
『
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
？　

日
本
の

食
と
農
』
と
題
し
、
５
年
ぶ
り
に
東
京

大
学
大
学
院
教
授
の
鈴
木
宣
弘
氏
を
招

い
て
清
里
町
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
特
別
講
演
会
を
開
催

　
　
　
　

合
意
内
容
の
中
身
を
検
証

　

２
月
22
日
青
年
部
・
23
日
女
性
部
の

総
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
平
成
28

年
度
の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

★
平
成
28
年
度 

清
里
町
農
協
青
年
部
役
員

部
　

長　
桑
名　
達
也（
第
８
集
団
）

副
部
長
（
農
政
部
長
）　
田
中　
健
太（
第
８
集
団
）

副
部
長
（
農
畜
産
部
長
）　
石
井　
靖
洋（
第
５
集
団
）

書

記　
佐
々
木
謙
一（
第
７
集
団
）

会

計　
波
多
野
兼
一（
第
２
集
団
）

代
表
理
事　
西
舘　
昌
宏（
第
10
集
団
）

理

事　
枝
崎　
達
夫（
第
４
集
団
）

　

　
田
邊　
有
人（
第
８
集
団
）

　

　
鈴
木　
俊
文（
第
１
集
団
）

　

　
樫
村　
綾
一（
第
６
集
団
）

　

　
安
原　
　
翼（
第
９
集
団
）

監

事　
湯
浅　
尚
樹（
第
２
集
団
）

★
平
成
28
年
度 

Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
役
員

部

長　
菊
池　
淳
子（
第
８
集
団
）

副

部

長　
數
原　
朋
子（
第
９
集
団
）

　
　
　
　
　
二
俣　
優
子（
第
２
集
団
）

書

記　
渡
辺　
悦
子（
第
８
集
団
）

会

計　
柳
谷
亜
紀
子（
第
３
集
団
）

営
農
生
活
部　
中
平
か
お
り（
第
1
集
団
）

　
　
　
　
　
宇
佐
美
ま
ゆ
み（
第
６
集
団
）

文
化
体
育
部　
谷
澤
富
士
枝（
第
７
集
団
）

　
　
　
　
　
片
橋
か
お
り（
第
10
集
団
）

監

事　
伊
藤　
早
苗（
第
４
集
団
）

　
　
　
　
　
森
本　
清
美（
第
５
集
団
）

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
長　
伊
藤　
尚
美（
第
３
集
団
）

ア
カ
シ
ヤ
部
会
長　
澤
田
久
美
子（
第
１
集
団
）
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余
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
お
か
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
て
ん
菜
は
64
万
ト

ン
を
超
え
３
万
ト
ン
以
上
が
委
託
加
工

と
な
っ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
後
国
内

で
も
国
会
議
論
が
６
日
か
ら
開
始
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
断
固
反
対
と
い
う
こ
と
で
運
動

を
展
開
し
て
い
く
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
た
い
。」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
９
集
団
の
菅
原
精
之
氏

が
選
任
さ
れ
、
議
事
録
署
名
委
員
に
、

３
集
団
の
浮
須
伸
尚
氏
と
８
集
団
の
佐

藤
浩
昭
氏
が
、
書
記
に
は
清
里
町
農
協

経
営
課
の
千
葉
亮
課
長
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　

来
賓
祝
辞
と
し
て
、
櫛
引
政
明
清
里

町
長
、
清
里
町
農
協
石
井
透
組
合
長
、

北
見
地
区
農
民
連
盟
佐
藤
廣
幸
副
委
員

長
よ
り
頂
き
、
武
部
新
議
員
の
蝦
名
秘

書
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
清
里
町
議
会
村
島
健
二
副
議

長
、
清
里
町
農
業
委
員
会
森
本
宏
会
長

代
理
、
斜
里
町
農
民
同
盟
谷
本
和
哉
書

記
長
、
ホ
ク
レ
ン
斜
里
原
料
所
泉
佳
史

所
長
、
清
里
町
農
協
女
性
部
菊
池
淳
子

部
長
、
清
里
町
農
協
青
年
部
桑
名
達
也

部
長
、
北
見
地
区
農
民
連
盟
清
水
敬
弘

事
務
局
長
と
多
数
の
ご
出
席
を
頂
き
ま

し
た
。
徳
永
エ
リ
議
員
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
事
務
局
よ
り
紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
定
期
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

前
橋
賢
一
書
記
長
に
よ
り
確
認
の
後
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
『
平
成
27
年
度
活
動
経

過
報
告
に
つ
い
て
』
町
内
対
策
は
各
専

門
委
員
長
か
ら
、
そ
の
他
は
局
長
か
ら

説
明
。
第
２
号
議
案
『
平
成
27
年
度
会

計
収
支
決
算
の
報
告
に
つ
い
て
』
前
橋

賢
一
書
記
長
よ
り
説
明
。
引
き
続
き
樫

村
悟
監
事
よ
り
『
決
算
監
査
報
告
』
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
拍
手
に
よ
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
議
案
『
平
成
28
年
度
運
動
方

針
（
案
）
に
つ
い
て
』
各
専
門
委
員
長

及
び
局
長
よ
り
提
案
し
、
続
い
て
、
第

４
号
議
案
『
平
成
28
年
度
収
支
予
算

（
案
）』
及
び
、『
賦
課
金
徴
収
（
案
）』
も
、

そ
れ
ぞ
れ
質
問
等
は
な
く
拍
手
に
よ
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
、
批
准

阻
止
を
強
く
求
め
る
特
別
決
議
（
案
）」

が
赤
松
武
美
副
委
員
長
よ
り
提
案
さ
れ
、

拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
全
体
を
通
し
て
、
そ
の
他
に

質
問
等
は
な
く
議
事
の
全
て
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

菅
原
議
長
の
退
任
の
挨
拶
の
後
、
閉

会
に
あ
た
り
、
柳
谷
克
彦
副
委
員
長
よ

り
「
こ
れ
か
ら
の
運
動
は
、
受
動
的
で

は
な
く
、
盟
友
皆
様
が
自
ら
動
き
団
結

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶

が
あ
り
、
午
後
４
時
25
分
、
數
原
一
広

税
対
策
専
門
委
員
長
の
閉
会
宣
言
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

原
一
広
税
対
策
専
門
委
員
長
の
開
会
宣

言
に
よ
っ
て
総
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

山
崎
一
幸
委
員
長
は
開
会
に
あ
た

り
、「
２
年
連
続
の
豊
作
基
調
だ
っ

た
。
し
か
し
、
国
内
の
食
料
自
給
率
が

１
０
０
％
に
満
た
な
い
中
、
農
産
物
が

　

４
月
７
日
（
木
）、
第
45
回
清
里
町

農
民
連
盟
定
期
総
会
が
、
定
刻
の
午
後

１
時
30
分
よ
り
、
清
里
町
農
協
２
階
会

議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
代
議
員
総
数
50
名
中
出
席

者
47
名
（
委
任
状
２
名
）
が
出
席
し
數

清
里
町
農
民
連
盟
「
第
45
回
定
期
総
会
」
開
催
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■お知らせ■

◎農作業等に追われ気持ちが焦ると、

災害の件数が多くなります。安全確

認・安全作業で、くれぐれも労災事

故に会わないようご注意していただ

きたいと存じます。

　万一、農作業において、労災事故

でケガをされた方は、ケガの大小に

かかわらず、速やかに（出来るだけ

その当日）病院で治療を受けてくだ

さい。その後、農民連盟事務所まで

来て頂き、事故状況等の聞き取りを

した後、書類を作成し手続をさせて

頂きます。

◎労災保険に関して、事業主および、

その家族の方で、就職・卒業・結婚・

Ｕターン・死亡等の理由により、保

険に新たに加入・脱退の変更が必要

な場合は、できるだけ速やかに連盟

事務所までご連絡下さい。手続きが

遅れますと、労災の適用を受けるこ

とができない場合があります。

◎土地等（畑・宅地・山林・砂利等）

の移動（売買・収用・譲渡）があっ

た場合は、連盟事務所までお知らせ

いただきたいと思います。特に生前

一括贈与で納税猶予を受けられてい

る農地についてはご注意頂きたいと

存じます。

◎その他、農民運動についての要望

や知りたい事、並びに、その他身近

なことに関して、ご相談・ご意見・

ご希望・ご不満・不明な点などがあ

りましたら、各集団内の執行委員に

言っていただくか、直接事務所まで

来て頂き、お話しをして頂ければ幸

いです。　事務局

■
新
執
行
部
体
制

　

４
月
９
日
第
１
回
執
行
委
員
会
を
開

催
し
︑
新
た
に
選
任
さ
れ
た
７
名
と
再

任
さ
れ
た
13
名
の
執
行
委
員
に
よ
り
互

選
協
議
を
行
い
︑
新
執
行
体
制
を
決
定

致
し
ま
し
た
。

○
役　

員

　

委
員
長　

山
崎　

一
幸

　

副
委
員
長　

坂
野　

和
弘
（
新
）

　
　

〃　
　

二
俣　

清
史
（
新
）

　

書
記
長　

前
橋　

賢
一

　

監　
　

事　

伊
藤　

優
貴
（
新
）

　
　

〃　
　

青
野　

博
幸
（
新
）

○
執
行
委
員

　

１
集
団　
　

成
戸　
　

巧
（
新
）

　
　
　
　
　
　

佐
野　

吉
延

　

２
集
団　
　

二
俣　

清
史

　
　
　
　
　
　

前
橋　

賢
一

　

３
集
団　
　

坂
野　

和
弘

　
　
　
　
　
　

岩
本　

将
嘉
（
新
）

　

４
集
団　
　

橘　
　

裕
城
（
新
）

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
一
則
（
新
）

　

５
集
団　
　

園
木　

昭
寛

　
　
　
　
　
　

吉
田　

義
博
（
新
）

　

６
集
団　
　

青
野　

博
幸

　
　
　
　
　
　

桑
島　

義
幸
（
新
）

　

７
集
団　
　

山
崎　

一
幸

　
　
　
　
　
　

田
中　

英
樹

　

８
集
団　
　

伊
藤　

優
貴

　
　
　
　
　
　

塚
田　
　

勉
（
新
）

　

９
集
団　
　

數
原　

一
広

　
　
　
　
　
　

岡
崎　

英
之

　

10
集
団　
　

浅
野　

裕
之

　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

仁

○
各
専
門
委
員
会
・
部
会

・
組
織
対
策
専
門
委
員
会

　

委
員
長　

坂
野
和
弘
（
兼
任
）

　

副
委
員
長　

田
中
英
樹

　

委　
　

員　

成
戸　

巧
・
橘　

裕
城

　
　
　
　
　
　

吉
田
義
博
・
桑
島
義
幸

　
　
　
　
　
　

塚
田　

勉
・
數
原
一
広

　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

仁

・
農
畜
産
対
策
専
門
委
員
会

　

委
員
長　

二
俣
清
史
（
兼
任
）

　

副
委
員
長　

佐
野
吉
延

　

委　
　

員　

岩
本
将
嘉
・
佐
々
木
一
則

　
　
　
　
　
　

園
木
昭
寛
・
青
野
博
幸

　
　
　
　
　
　

伊
藤
優
貴
・
岡
崎
英
之

　
　
　
　
　
　

浅
野
裕
之

・
税
対
策
専
門
委
員
会

　

委
員
長　

數
原
一
広

　

副
委
員
長　

田
中
英
樹

　

委　
　

員　

二
俣
清
史
・
前
橋
賢
一

　
　
　
　
　
　

坂
野
和
弘
・
佐
々
木
一
則

　
　
　
　
　
　

園
木
昭
寛
・
浅
野
裕
之

・
広
報
担
当
部
会

　

部　
　

長　

長
谷
川　

仁

　

部　
　

員　

岩
本
将
嘉
・
桑
島
義
幸

　
　
　
　
　
　

塚
田　

勉

・
酪
農
畜
産
担
当
部
会

　

部　
　

長　

岡
崎
英
之

　

副
部
長　

佐
野
吉
延

　

任
期
２
年
の
間
、
各
執
行
委
員
は
集

団
の
代
表
と
し
て
、
各
盟
友
の
声
を
代

弁
し
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提

供
し
て
い
き
な
が
ら
、
地
域
の
発
展
と
、

農
業
・
農
村
の
為
に
、
農
民
運
動
を
力

強
く
推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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在
の
工
場
は
数
分
で
製
造
で
き
る
能
力

が
あ
る
。
工
場
へ
２
、７
０
０
件
の
農

家
が
原
料
出
荷
。（
原
料
１
８
、５
０
０

ｔ
／
日
、
砂
糖
製
造
２
、９
０
０
ｔ
／

日
）。２
０
１
４
年
産
は
て
ん
菜
原
料
１
、

８
０
０
万
ｔ
か
ら
砂
糖
２
９
０
万
ｔ
を

製
造
。
２
０
１
４
年
産（
５
工
場
平
均
）

は
収
量
80
・
７
ｔ
／
ｈａ
、
糖
分
17
・
７
％
、

出
荷
し
て
お
り
、
買
入
の
規
制
が
E

Ｕ
内
で
あ
り
割
り
当
て
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
以
降
は
そ
の
規
制
が
廃
止

と
な
り
自
由
化
と
な
る
た
め
農
家
の
不

安
が
大
き
い
と
の
事
で
し
た
。
工
場
へ

の
搬
入
は
農
家
が
集
ま
り
組
織
を
形
成

（
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ
）
し
収
穫
機
を

所
有
。
て
ん
菜
積
込
機
械
（
マ
ウ
ス
）

を
使
い
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
で
工
場
ま
で
計

画
出
荷
を
行
っ
て
い
る
。
出
荷
経
費
は

ノ
ル
ド
ツ
ッ
カ
ー
社
が
費
用
負
担
を
行

う
。
収
穫
順
序
に
つ
い
て
は
基
本
的
に

農
家
の
意
思
で
あ
る
が
、
６
０
０
戸
以

上
農
家
が
い
る
た
め
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
効

率
性
を
考
慮
し
決
定
し
て
い
る
。
12
月

に
出
荷
す
る
て
ん
菜
は
全
て
シ
ー
ト
を

被
せ
て
圃
場
で
保
管
。
シ
ー
ト
の
被
覆

等
の
作
業
は
全
て
会
社
が
行
い
、
費
用

は
ノ
ル
ド
ツ
ッ
カ
ー
社
が
負
担
。
シ
ー

ト
の
規
格
は
35
ｍ
×
12
ｍ
。

２
．
ド
イ
ツ 

ノ
ル
ド
ツ
ッ
カ
ー
社

　
　

ユ
ル
ツ
ェ
ン
工
場

　

こ
の
会
社
は
株
式
会
社
で
株
を
所

有
し
て
い
る
の
は
農
家
で
あ
る
。
こ

の
工
場
は
１
８
８
３
年
工
場
建
設
し
、

１
８
８
４
年
か
ら
工
場
操
業
開
始
。
操

業
当
時
は
２
９
０
ｔ
／
日
を
製
造
。
現

料
用
に
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
燃
料
用

に
つ
い
て
は
バ
イ
オ
ガ
ス
の
会
社
が
収

穫
、
運
搬
ま
で
行
う
。
麦
類
に
つ
い
て

は
小
麦
が
主
で
ビ
ー
ル
用
、
一
部
ラ
イ

麦
も
作
付
さ
れ
て
い
る
。
輪
作
は
４
年

サ
イ
ク
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
（
と
う
も

ろ
こ
し
↓
麦
類
↓
て
ん
菜
↓
馬
鈴
薯
）。

　

て
ん
菜
の
買
入
に
関
し
て
は
、
こ

の
地
域
で
は
ノ
ル
ド
ツ
ッ
カ
ー
社
に

参
加
者
：

　

農　

協　

監　

事　
　

山
下　
　

寛

　

青
年
部
部
長　
　

湯
浅　

尚
樹

　

管
理
部
金
融
課
長　
　

太
田　

智
之

　

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
区
域
内
て
ん
菜
振

興
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
海
外
視
察
研

修
を
報
告
致
し
ま
す
。

１
．
ド
イ
ツ 

ユ
ル
ツ
ェ
ン
近
郊

　

て
ん
菜
生
産
農
家

　

コ
ン
ス
テ
ィ
ン
農
場

　

コ
ン
ス
テ
ィ
ン
家
は
、
夫
の
ハ
ー
ン

ズ
氏
と
妻
の
イ
ン
グ
リ
ッ
ト
氏
、
息
子

の
ヨ
ハ
ン
氏
の
３
人
で
の
家
族
労
働
で
、

経
営
面
積
は
65 

ｈａ
。
１
９
１
２
年
よ

り
始
め
１
０
０
年
か
け
て
今
の
農
場
と

な
っ
て
い
る
。

　

経
営
は
４
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
お

り
、
①
畑
の
除
れ
き
作
業
と
搬
出
・
運

搬
を
行
う
会
社
（
有
限
会
社
）、
②
ノ

ル
ド
ツ
ッ
カ
ー
社
と
50
％
づ
つ
出
資
し

て
収
穫
後
の
て
ん
菜
圃
場
堆
積
場
に

シ
ー
ト
を
被
覆
す
る
会
社
運
営
、
③
体

験
農
場
、
④
農
業
。

　

馬
鈴
薯
生
産
が
主
で
大
半
が
契
約
で

販
売
さ
れ
て
い
る
。
穀
類
（
と
う
も
ろ

こ
し
）
に
つ
い
て
は
飼
料
用
が
主
で
燃

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
区
域
内
て
ん
菜
振
興
協
議
会
海
外
視
察
研
修

平
成
27
年
11
月
20
日
〜
11
月
29
日　

ド
イ
ツ
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ｈａ
大
麦
、
25 

ｈａ
ビ
ー
ト
、
17 

ｈａ
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
（
飼
料
用
）、
３ 

ｈａ
ク
ロ
ー
バ

（
牧
草
用
）、
１ 

ｈａ
は
休
耕
（
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
規
制
）。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
休
耕
の
基
準
は
、
農

耕
地
に
於
い
て
6
〜
7
％
は
休
耕
と
し

て
緑
肥
。
輪
作
を
し
て
い
れ
ば
、
基
準

は
緩
和
さ
れ
る
。

　

エ
イ
バ
ル
ト
農
場
視
察
の
後
、
マ

シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ
（
農
作
業
受
委
託
組

織
）
の
代
表
と
会
談
を
行
い
、
マ
シ
ー

ネ
ン
リ
ン
グ
が
農
機
具
を
購
入
し
所

有
（
各
農
機
具
の
利
用
農
家
で
利
用
組

合
を
構
成
し
、
利
用
組
合
と
し
て
購

良
か
っ
た
た
め
持
ち
直
し
た
（
天
候
に

恵
ま
れ
、昼
夜
の
寒
暖
の
差
が
あ
っ
た
）。

　

て
ん
菜
の
収
穫
は
12
台
の
収
穫
機
で

行
い
、
そ
の
内
97
％
の
原
料
は
マ
ウ
ス

（
収
穫
機
２
台
に
1
台
の
割
合
で
マ
ウ

ス
が
必
要
と
な
る
）
で
積
込
を
行
っ
て

お
り
、
ト
レ
ー
ラ
ー
で
出
荷
す
る
。

　

そ
の
他
、
こ
の
会
社
で
は
製
品
を
更

に
良
い
も
の
に
す
る
た
め
農
業
者
と

営
農
相
談
・
指
導
を
行
う
「
Ｌ
Ｉ
Ｚ

（
リ
ズ
）」
と
い
う
組
織
を
も
っ
て
お
り
、

会
社
と
は
別
組
織
で
は
あ
る
が
フ
ァ
イ

フ
ァ
ー
＆
ラ
ン
ゲ
ン
社
が
費
用
負
担
し
、

ラ
ー
ゲ
工
場
に
４
〜
５
名
の
職
員
が
在

籍
し
て
い
る
。
会
社
の
創
業
時
か
ら
営

農
指
導
に
は
注
力
し
、
農
業
者
と
糖
業

は
お
金
だ
け
の
関
係
で
は
な
く
、
よ
り

多
く
の
収
入
を
得
て
高
品
質
の
て
ん
菜

を
低
コ
ス
ト
で
生
産
す
る
た
め
「
Ｌ
Ｉ

Ｚ
」は
種
子
の
開
発
や
次
年
度
の
契
約
・

価
格
提
示
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

４
．ド
イ
ツ　

ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ

ト
近
郊　

て
ん
菜
生
産
農
家　

エ
イ
バ
ル
ト
農
場

　

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
家
族

経
営
の
農
家
。
経
営
形
態
は
有
限
責
任

会
社
。
息
子
が
50
％
、
両
親
50
％
の
割

合
で
出
資
し
て
い
る
。

　

農
地
は
１
１
４
ｈａ
（
内
94 

ｈａ
が
農
耕

地
、
20
 

ｈａ
が
牧
草
地
）
37
・
５ 

ｈａ
が
自

作
地
、
他
は
借
地
。

　

作
付
面
積
の
内
訳
は
33

 

ｈａ
小
麦
、
15

 

菜
原
料
１
、０
８
０
万
ｔ
／
年
、
砂
糖

製
造
１
６
３
万
ｔ
／
年
。

　

現
在
、
こ
の
工
場
は
工
業
用
の
砂
糖

製
造
の
み
を
行
っ
て
い
る
。
工
場
の
正

職
員
は
90
名
（
年
間
従
事
）、
操
業
期

間
中
38
名
臨
時
雇
用
、
操
業
時
期
は
従

業
員
を
３
交
代
で
勤
務
し
て
い
る
。（
欠

勤
に
備
え
て
３
・
５
交
代
の
人
員
を
確

保
し
て
い
る
）

　

ラ
ー
ゲ
工
場
で
製
造
し
て
い
る
砂
糖

は
高
品
質
の
ラ
フ
ィ
ナ
ー
デ
（
グ
ラ

ニ
ュ
ー
糖
）
が
お
よ
そ
３
分
の
１
、
グ

ラ
ン
ド
ソ
ル
テ
（
不
純
物
が
含
ま
れ
て

い
る
真
っ
白
で
は
な
い
）
が
３
分
の
２

の
割
合
で
全
量
工
場
向
け
の
製
品
を
製

造
し
て
い
る
。
製
品
の
出
荷
に
つ
い
て

は
ト
レ
ー
ラ
ー
直
積
み
で
の
出
荷
な
ど

ユ
ー
ザ
ー
に
合
わ
せ
て
対
応
を
と
っ
て

い
る
。
工
場
で
扱
う
１
ｔ
当
た
り
の

て
ん
菜
か
ら
出
て
く
る
も
の
は
、
砂
糖

が
１
５
０
ｋｇ
、
砂
糖
以
外
の
製
品
が
20

 

ｋｇ
（
メ
ラ
ッ
セ
と
い
う
シ
ョ
糖
か
ら
で

き
て
い
る
も
の
）、
55

　

ｋｇ
の
乾
い
た
状

態
の
ペ
レ
ッ
ト
パ
ル
プ
か
２
２
０
ｋｇ
の

生
パ
ル
プ
。

　

２
０
１
４
年
産
は
収
量
87
ｔ
／
ｈａ
、

糖
分
16
・
９
％
、
砂
糖
製
造
量
14
・
７
ｔ

／
ｈａ
（
過
去
最
高
）。

　

２
０
１
５
年
産
は
収
量
78
ｔ
／
ｈａ

（
平
年
作
）、
糖
分
17
・
３
％
、（
甜
菜
面

積
７
、５
０
０
ｈａ
）
単
収
減
少
の
要
因

は
天
候
不
順
で
播
種
が
３
週
間
遅
れ
た

こ
と
が
影
響
。
し
か
し
10
月
の
天
気
が

砂
糖
製
造
14
・
３
ｔ
／
ｈａ
、
工
場
稼
働

日
１
２
９
日
。

　

今
年
の
こ
の
工
場
操
業
は
9
月
上
旬

か
ら
12
月
末
ま
で
の
１
２
０
日
間
（
通

常
は
1
月
中
旬
ま
で
操
業
）。

　

原
料
の
搬
入
は
９
０
０
台
／
日
（
日

曜
日
休
み
）。
原
料
搬
入
後
、
異
物
除

去
し
洗
浄
、
裁
断
処
理
、
70
度
で
熱
処

理
、
原
料
を
濾
過
す
る
た
め
石
灰
石
を

使
用
し
フ
ィ
ル
タ
ー
に
か
け
る
、
水
分

を
取
り
除
き
70
％
の
糖
分
に
す
る
。
遠

心
分
離
機
に
か
け
高
純
度
の
砂
糖
の
結

晶
を
抽
出
。
結
晶
を
乾
燥
・
冷
却
し
篩

に
か
け
粒
度
を
揃
え
て
製
品
化
に
す
る
。

　

工
場
の
敷
地
面
積
は
31 

ｈａ
。
受
入

場
は
４
ヶ
所
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
認

証
し
、
サ
ン
プ
ラ
ー
に
て
40
　

ｋｇ
採
取
す

る
。
サ
ン
プ
ル
は
す
ぐ
に
ス
ラ
イ
ス
さ

れ
、
粥
状
に
加
工
し
分
析
さ
れ
る
。
分

析
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ

リ
ウ
ム
等
の
成
分
分
析
を
行
い
デ
ー
タ

に
つ
い
て
は
生
産
者
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

基
本
糖
分
は
16
・
０
％
。
糖
分
に
よ

り
買
入
価
格
の
±
α
が
あ
る
。
工
場
の

サ
イ
ロ
は
大
小
９
つ
あ
り
31
万
ｔ
保
管

さ
れ
る
。

　　

３
．
ド
イ
ツ　

フ
ァ
イ
フ
ァ
ー

＆
ラ
ン
ゲ
ン
社　

ラ
ー
ゲ
工
場

　

こ
の
工
場
は
原
料
処
理
量
８
、

０
０
０
ｔ
／
日
、
売
上
高
12
億
ユ
ー
ロ

／
年
、
従
業
員
２
、５
０
０
名
、
て
ん
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関
係
機
関
の
ご
協
力
で
訪
問
先
の
変

更
・
調
整
を
行
い
ド
イ
ツ
の
み
の
研
修

と
な
り
ま
し
た
が
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

各
視
察
先
で
は
ド
イ
ツ
の
農
業
を
直

接
見
聞
す
る
こ
と
で
き
貴
重
な
体
験
が

で
き
た
こ
と
と
、
区
域
内
の
生
産
者
や

農
協
職
員
の
方
々
と
も
交
流
で
き
た
こ

と
は
大
変
有
意
義
な
も
の
に
な
っ
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
頂

い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、
報
告
と

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　

ト
ラ
ッ
ク
搬
入
２
１
、０
０
０
ｔ
／

日
の
う
ち
、
１
７
、０
０
０
ｔ
／
日
が

工
場
へ
流
さ
れ
余
っ
た
分
が
堆
積
場
へ

保
管
。

　

原
料
の
査
定
は
２
名
で
行
っ
て
い
る
。

査
定
員
は
工
場
側
と
生
産
者
側
で
そ
れ

ぞ
れ
１
名
配
置
。
各
査
定
員
の
査
定
に

差
が
あ
る
場
合
は
都
度
協
議
し
て
決
定
。

査
定
項
目
は
タ
ッ
ピ
ン
グ
、
付
着
土
、

異
物
等
を
Ｐ
Ｃ
に
入
力
す
る
。
勤
務
態

勢
は
８
時
間
勤
務
の
３
交
代
で
24
時
間

操
業
に
対
応
し
て
い
る
。

６
．
ド
イ
ツ　

マ
ン
ハ
イ
ム　

Jo
h
n
 D

eere

農
機
具
販
売
店

　

視
察
研
修
の
出
発
前
、
11
月
13
日
に

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
市
街
と
郊
外
の
商

業
施
設
に
於
い
て
テ
ロ
事
件
が
発
生

し
、
急
き
ょ
工
程
変
更
と
な
っ
た
た
め
、

J
o

h
n

 D
e

e
re

販
売
店
へ
の
視
察
と

な
り
農
機
具
の
展
示
品
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
規
模
経
営
用
に
大

型
機
械
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
機
械
の
大
き

さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
研
修
は
当
初
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
２
ヶ
国
を
渡
る
研
修

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
出
発
の

一
週
間
前
に
訪
問
予
定
で
あ
っ
た
フ
ラ

ン
ス
の
パ
リ
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生

し
研
修
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

曜
日
23
時
ま
で
マ
ウ
ス
（
ビ
ー
ト
積
込

作
業
機
）
が
作
業
し
て
い
る
。

５
．
ド
イ
ツ 

ジ
ュ
ー
ト
ツ
ッ

カ
ー
社 

オ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
工
場

　

２
、１
０
０
〜
２
、２
０
０ 

ｈａ
の
面
積

の
ビ
ー
ト
が
集
ま
っ
て
い
る
。（
今
年

は
不
作
）
90
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
工
場
へ

運
搬
と
し
て
動
い
て
い
る
。
月
曜
日
午

前
９
時
か
ら
土
曜
日
22
時
ま
で
ト
ラ
ッ

ク
で
搬
入（
搬
入
台
数
９
０
０
台
／
日
）。

　

今
年
の
収
穫
量
64
ｔ
／
ｈａ
（
平
年
72

ｔ
／
ｈａ
）、
糖
度
は
18
・
８
％
（
例
年
よ

り
高
糖
度
）、
製
造
期
間
10
月
５
日
〜

12
月
15
日
（
予
定
）（
昨
年
は
９
月
13

日
〜
翌
年
１
月
12
日
）。

　

２
、０
０
０
戸
の
農
家
が
こ
の
工
場

へ
出
荷
し
、
農
家
平
均
の
ビ
ー
ト
面
積

10 

ｈａ
で
あ
る
。

　

播
種
の
畝
幅
と
株
間
は
、
畝
幅
50

　

ｃｍ

×
株
間
18
〜
20

 

ｃｍ
（
９
５
０
、０
０
０

〜
１
、０
０
０
、０
０
０
株
／
ｈａ
）。

　

３
月
15
日
か
ら
播
種
開
始
（
直
播
）

し
、
除
草
剤
の
散
布
は
３
回
／
年
、
殺

菌
剤
の
散
布
は
今
年
干
ば
つ
の
た
め
1

回
／
年（
多
い
と
こ
ろ
は
３
回
）で
あ
っ

た
。

　

こ
の
工
場
で
の
て
ん
菜
の
検
査
項
目

は
糖
度
と
カ
リ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

窒
素
で
あ
る
。

　

ま
た
、
土
壌
検
査
も
工
場
で
行
っ
て

い
る
。（
窒
素
１
１
０
ｋｇ
／
ｈａ
、
リ
ン

30
〜
40
　

ｋｇ
／
ｈａ
）

入
）
し
て
い
て
、
構
成
員
の
農
家
が
使

用
し
て
い
る
。
各
組
織
全
体
で
５
０
０

名
の
農
家
が
加
入
。
ビ
ー
ト
圃
場
２
、

７
０
０
ｈａ
を
４
台
の
収
穫
機
械
で
動
い

て
い
る
。

　

機
械
利
用
料
を
農
家
が
負
担
。
ま
た
、

自
分
で
作
業
し
た
場
合
は
利
用
組
合
よ

り
賃
金
が
発
生
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
3

名
雇
用
し
て
い
る
。

　

自
走
式
ビ
ー
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
利

用
料
は
２
２
０
〜
２
５
０
ユ
ー
ロ
／
ｈａ

（
毎
年
燃
料
費
等
の
経
費
に
よ
っ
て
利

用
料
見
直
し
）。
購
入
代
金
40
万
ユ
ー

ロ
／
台
（
毎
年
２
台
更
新
、
１
台
当
た

り
年
間
で
７
０
０ 

ｈａ
の
作
業
を
し
て

い
る
た
め
、
3
年
目
以
降
は
修
理
代
等

の
経
費
が
掛
か
る
た
め
更
新
を
し
て
い

く
）。

　

１
日
の
収
穫
作
業
面
積
は
15
〜
20 

ｈａ
（
24
時
間
操
業
の
場
合
は
25 

ｈａ
く
ら

い
）。
ビ
ー
ト
の
収
穫
作
業
は
11
月
15

日
く
ら
い
を
目
途
に
終
了
す
る
。

　

播
種
作
業
は
25
ユ
ー
ロ
／
ｈａ
（
作
物

に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
）。

　

マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ
の
役
割
は
、
基

本
的
は
農
作
業
機
械
の
作
業
を
組
織
す

る
団
体
、
賦
課
金
を
１
２
５
ユ
ー
ロ
／

年
を
所
属
し
て
い
る
農
家
が
支
払
い
、

機
械
は
組
織
が
購
入
（
購
入
基
準
は
利

用
組
合
の
構
成
員
が
３
名
以
上
）。

　

毎
年
８
月
25
日
に
収
穫
計
画
を
作
成

し
、
収
穫
す
る
順
番
を
決
め
る
。
収
穫

時
期
は
月
曜
日
の
午
前
４
時
半
か
ら
土
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平
成
28
年
３
月
29
日
、
き
よ
さ
と
農

業
塾
４
期
生
の
学
習
会
、
修
了
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
村
上
営
農
部
長
よ
り
、

清
里
町
農
協
の
歴
史
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
大

会
に
つ
い
て
、
農
産
物
の
精
算
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
終
了
後
、
修
了
式
を
開
催
。

２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
え
た
証

と
し
て
修
了
証
書
の
授
与
を
行
い
ま
し

た
。

　

修
了
式
の
中
で
は
、
石
井
組
合
長
よ

り
、「
２
年
間
の
取
組
に
対
す
る
敬
意

と
、
今
後
も
基
礎
知
識
を
学
び
努
力
し

て
欲
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
普
及
セ
ン
タ
ー
高
松

支
所
長
か
ら
は
、「
清
里
町
は
生
産
性

の
高
い
豊
か
な
地
域
な
の
で
誇
り
を

も
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
頂
き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
第
１
営
農
集

団
鈴
木
俊
文
氏
よ
り
、
農
業
塾
へ
関

わ
っ
た
関
係
機
関
へ
の
感
謝
の
言
葉
と

し
て
、
２
年
間
の
経
験
を
活
か
し
て
今

後
も
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
決
意
の
答

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

尚
、
今
回
で
４
期
、
24
名
の
塾
生
が

卒
業
を
さ
れ
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
商
品
化
さ
れ
た
鍋
焼
き
う
ど

ん
は
清
里
町
産
の
秋
蒔
き
小
麦
「
き
た

ほ
な
み
」
を
使
用
し
た
ソ
フ
ト
麺
タ
イ

プ
に
な
っ
て
お
り
、
付
属
の
か
き
あ
げ
、

つ
ゆ
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
１
食
１
６
５

円（
税
込
価
格
）と
お
得
な
商
品
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
特
別
価
格
の
1
５
０
円
（
税

込
）
で
２
５
０
食
限
定
発
売
で
し
た
が
、

悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
大
好
評
で
し
た
。

　

ソ
フ
ト
麺
で
す
が
、
コ
シ
が
あ
り
、

モ
チ
モ
チ
と
し
た
食
感
が
特
徴
で
、
付

属
の
つ
ゆ
が
良
く
絡
み
と
て
も
お
い
し

い
う
ど
ん
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
他
に

も
、
お
好
み
で
野
菜
や
お
肉
、
た
ま
ご

等
自
分
好
み
の
鍋
焼
き
う
ど
ん
を
作
る

の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
清
里
町
の
地
産
地
消
を
目

指
し
、
地
域
活
性
化
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
、
エ
ー
コ
ー
プ
き
よ
さ
と

店
に
お
い
て
、
清
里
町
農
協
が
昨
年
発

売
し
た
生
う
ど
ん
・
生
ひ
や
む
ぎ
に
続

く
鍋
焼
き
う
ど
ん
の
試
食
販
売
会
を
開

清　里
鍋焼きうどん
試食販売会
開催！

き
よ
さ
と
農
業
塾

４
期
生
の
学
習
会
・
修
了
式
を
開
催	

６
名
の
塾
生
が
卒
業
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２
日
目
は
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
デ
オ
鑑

賞
会
、
ゲ
ー
ト
カ
ー
リ
ン
グ
、
麻
雀
、

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
鑑
賞
会
に

は
多
く
の
方
が
足
を
運
び
「
風
に
立
つ

ラ
イ
オ
ン
」「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」

は
共
に
人
気
が
あ
り
、「
感
動
し
た
」「
良

い
映
画
だ
っ
た
」
等
多
く
の
方
が
涙
を

流
し
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト

カ
ー
リ
ン
グ
会
場
で
は
初
め
て
の
方
か

ら
ベ
テ
ラ
ン
の
方
ま
で
多
く
の
方
が
集

ま
り
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
恒
例
と
な
り
ま
し
た

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
北
見
の
大
真
寺

の
住
職
で
あ
り
ま
す
大
野
智
也
氏
指
導

に
よ
る
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｂ
（
ク
ッ
ブ
）
と
い
う

棒
を
投
げ
て
的
を
倒
す
ゲ
ー
ム
や
簡
単

な
手
遊
び
を
し
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

２
日
目
の
懇
親
会
で
は
、
懇
親
会
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
カ
ラ
オ
ケ
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
参
加
者
の
自

慢
の
歌
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
会
場
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
３
日
間
と
て
も
楽
し
ん
で
い

　

３
月
23
〜
25
日
に
清
里
町
の
う

き
ょ
う
年
金
友
の
会
（
石
川
頼
明
会

長
、
会
員
数
３
１
６
名
）
は
阿
寒
湖
温

泉
「
ニ
ュ
ー
阿
寒
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、

１
３
２
名
の
参
加
に
よ
り
温
泉
保
養
親

睦
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
温
泉
旅
行
は
ホ
テ
ル
に
向
か
う
バ
ス

の
中
か
ら
「
久
し
ぶ
り
だ
ね
」
や
「
楽

し
み
だ
ね
」
等
会
話
が
弾
み
賑
や
か
で

し
た
。
ホ
テ
ル
に
到
着
す
る
と
懇
親
会

ま
で
ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に
入
り
日
頃
の

疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
懇
親
会
で
は
佐
々
木
茂
之
副

会
長
の
乾
杯
の
挨
拶
と
と
も
に
始
ま
り
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、「
Ｍ
ｒ
・

ア
ガ
ッ
ク
さ
ん
の
ス
ー
パ
ー
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
テ
レ
ビ
で
は
味

わ
え
な
い
臨
場
感
溢
れ
る
マ
ジ
ッ
ク
に

会
場
は
「
な
ん
で
？
」「
ど
う
な
っ
て

い
る
の
？
」
と
驚
き
の
連
続
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
更
に
、
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
石
川
会
長
の
マ
ジ
ッ
ク
も
披
露

さ
れ
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

清里町のうきょう
  年金友の会　
　 温泉保養親睦会

大勢の仲間たちと出会い、
　　　　笑顔溢れる楽しいひととき

た
だ
い
た
様
子
で
帰
り
の
バ
ス
の
中
で

は
「
来
年
は
ど
こ
だ
ろ
う
ね
」
や
「
来

年
も
く
る
ぞ
」
な
ど
早
く
も
来
年
の
保

養
親
睦
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
が
大
勢
い
て
最
後
ま
で
笑
顔

の
絶
え
な
い
楽
し
い
保
養
親
睦
会
と
な

り
ま
し
た
。

石川会長によるマジック

Mr.アガックさんのマジックを見
て会場は大盛り上がり
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勿
論
、
話
は
１
次
会
で
収
ま
ら
ず
、

２
次
会
も
引
き
続
き
開
催
さ
れ
、
和
気

藹
々
の
中
、
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
の
報
奨
慰
労
会
。

こ
こ
数
年
６
〜
７
組
の
参
加
を
頂
き
開

催
し
て
い
ま
す
。（
残
念
な
が
ら
毎
年

諸
事
情
に
よ
る
欠
席
者
が
数
組
い
ま
す

が
）
こ
の
事
は
、
Ｊ
Ａ
は
も
と
よ
り
清

里
町
に
も
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。

　

長
年
の
労
苦
を
一
夜
の
慰
労
会
で
は

感
謝
に
替
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

こ
の
会
の
開
催
は
、
今
で
は
Ｊ
Ａ
に

と
っ
て
大
切
な
年
間
行
事
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
思

い
出
に
残
る
慰
労
会
を
念
頭
に
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
月
24
〜
25
日
の
日
程
で
平
成
28
年

度
の
世
代
交
代
報
奨
慰
労
会
が
、
養
老

牛
温
泉
の
「
湯
宿　

だ
い
い
ち
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
１
組
が
年
金
受

給
に
よ
る
離
農
、
７
組
が
後
継
者
へ
の

経
営
移
譲
に
よ
り
、
計
８
組
を
ご
招
待

致
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
１
組
の

欠
席
は
有
り
ま
し
た
が
、
７
組
の
ご
夫

婦
14
名
に
は
懇
親
会
に
先
立
ち
、
Ｊ
Ａ

か
ら
の
記
念
品
が
熊
谷
専
務
よ
り
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
慰
労
会
開
催
と
記

念
品
の
贈
呈
に
対
し
、
招
待
者
を
代
表

し
て
第
９
営
農
集
団
の
居
城
勝
四
郎
氏

よ
り
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
更
に

第
２
営
農
集
団
の
岡
本
由
昭
氏
の
乾
杯

の
発
声
で
慰
労
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

招
待
者
に
は
、
毎
年
同
級
生
が
何
組

か
い
て
、
就
農
当
時
の
青
年
時
代
か
ら
、

経
営
主
と
し
て
経
営
を
引
き
継
い
だ
時
、

更
に
は
冷
害
の
苦
し
い
時
の
体
験
等
、

今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出
に
つ

い
て
、
杯
を
傾
け
な
が
ら
夜
更
け
ま
で

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
慰
労
会
途
中
で
、「
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
が
来
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。」
と
ス
タ
ッ
フ
か
ら
案
内
が
有
り
、

一
度
席
を
外
し
て
見
物
す
る
方
も
お
り
、

こ
の
湯
宿
な
ら
で
は
の
楽
し
み
も
満
喫

で
き
ま
し
た
。

　

慰
労
会
の
１
次
会
の
〆
は
、
第
３
営

農
集
団
の
加
藤
健
次
氏
の
発
声
に
よ
り

会
が
閉
め
ら
れ
ま
し
た
。

世代交代報奨慰労会開催される
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当
と
な
り
大
変
苦
労
し
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
や
、
農

協
改
革
等
農
業
環
境
は
益
々
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
不
透
明
な
状
況
が
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
組
合
員
、
役
職
員
が

Ｊ
Ａ
に
結
集
し
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
を
、
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の

皆
様
、
役
職
員
の
皆
様
の
末
永
い
ご
健

勝
と
ご
多
幸
と
共
に
清
里
町
農
業
の
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
簡
単
粗
辞
で

す
が
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

長
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

名　
　

前　

髙
橋　

知か
ず
き輝

生
年
月
日　

平
成
８
年
11
月
７
日

出

身

地　

斜
里
町

出

身

校　

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

趣
味
・
特
技　

車
に
乗
る
こ
と
・
野
球

配

属

先　

管
理
部　

金
融
課

　

★
抱　

負

　

私
は
こ
の
春
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業

し
、
金
融
課
に
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
組
合
員
さ
ん

の
名
前
と
顔
、
そ
し
て
仕
事
を
覚
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も

あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い

ま
す
が
清
里
町
農
業
に
貢
献
で
き
る
よ

う
尽
力
致
し
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

★
新
規
採
用
職
員
を

   　
　
　

ご
紹
介
し
ま
す

　
　
　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課　

主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　

小　

堀　

勝　

則

　

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
於
か

れ
ま
し
て
は
春
耕
期
を
迎
え
ハ
ウ
ス
管

理
、
播
き
付
け
等
の
準
備
に
向
け
て
大

変
お
忙
し
い
事
と
ご
推
察
致
し
ま
す
。

　

昭
和
47
年
４
月
に
入
組
。
業
務
部
施

設
課
機
械
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
以
来
、
44

年
間
、
組
合
員
を
始
め
役
職
員
の
ご
指

導
と
ご
理
解
の
も
と
勤
め
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
当
時
は
今
ほ
ど
大
き

な
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
も
無
く
作
業
能

力
も
現
在
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

で
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
整
備
を
春
先

の
植
え
付
け
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
、

整
備
等
に
不
具
合
が
な
い
よ
う
に
配
慮

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
９
年
に

農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
車
検
制
度
が
無

く
な
り
点
検
整
備
の
推
進
に
組
合
員
宅

を
回
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
平
成
24

年
よ
り
農
業
機
械
販
売
の
担
当
に
な
り
、

今
ま
で
の
整
備
か
ら
農
機
車
両
販
売
担

定
年
退
職
に
あ
た
っ
て

人
事
異
動
発
令

■
平
成
28
年
４
月
１
日
付
を
も
っ
て
人

事
異
動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

（　

）
は
異
動
前
の
所
属
部
門

○
城
村　

英
樹

　

経
営
課
調
査
役
〈
担
い
手
担
当
〉

（
経
営
課
主
幹
）

○
佐
藤　

清
孝

　

業
務
課
調
査
役
〈
麦
作
担
当
〉

（
業
務
課
主
幹
）

○
佐
渡　

淳
一

　

経
営
課
主
幹
兼
再
建
対
策
室

（
経
営
課
主
査
）

○
栗
原　
　

淳

　

業
務
課
主
査
（
農
畜
産
課
主
査
）

○
佐
々
木　

猛

　

農
畜
産
課
主
査
（
共
済
課
主
査
）

○
戸
出　

浩
輔

　

経
営
課
主
査
（
農
畜
産
課
）

○
河
合　

尚
也

　

共
済
課
（
金
融
課
）

○
堀
田　

竜
馬

　

農
畜
産
課
（
経
営
課
）

○
甲
斐　

喬
也

　

燃
料
自
動
車
課

（
燃
料
自
動
車
課
準
職
員
）

○
佐
藤　

裕
司

　

で
ん
粉
製
造
課

（
で
ん
粉
製
造
課
準
職
員
）

○
朝
倉　
　

翼

　

で
ん
粉
製
造
課

（
で
ん
粉
製
造
課
準
職
員
）

■
平
成
28
年
度
の
採
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
付

○
髙
橋　

知
輝

　

金
融
課

　

こ
の
度
、
清
里
町
農
業
・
農
協
の
基

盤
を
広
い
見
識
と
洞
察
力
で
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
た
だ
い
た
事
は
も
と
よ
り
、

農
業
技
術
・
組
合
員
指
導
に
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
た
小
堀
勝
則
氏
よ
り
、
後
継

者
育
成
基
金
委
員
会
へ
篤
志
に
よ
り
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

「
農
業
後
継
者
の
育
成
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
心
に
添
え

る
よ
う
運
用
基
準
の
範
囲
内
で
農
業
後

継
者
（
青
年
部
・
女
性
部
）
の
専
門
教

育
や
学
校
・
施
設
へ
の
就
学
に
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
篤
志
に
よ
る
寄
贈

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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お車に関するご相談は是非当ＪＡ自動車担当窓口まで！

焼
い
て
も
煮
て
も
軟
ら
か
く
お
い
し
い
部

位
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
焼
き

肉
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
、
こ
っ
て
り
し
た

脂
を
落
と
し
な
が
ら
焼
き
上
げ
る
方
が
向

い
て
い
ま
す
。

　

牛
肉
の
最
高
級
ラ
ン
ク
と
さ
れ
る
の
は
、

霜
降
り
の
ロ
ー
ス
で
す
。
焼
き
肉
で
も
人

気
が
あ
り
ま
す
が
、
薄
切
り
肉
で
す
き
焼

や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
す
る
と
、
甘
味
の
あ

る
と
ろ
け
る
よ
う
な
味
わ
い
が
引
き
立
ち

ま
す
。
脂
っ
こ
い
と
感
じ
る
方
に
は
、
せ

い
ろ
蒸
し
に
す
る
と
余
分
な
脂
が
落
ち
て

さ
っ
ぱ
り
と
い
た
だ
け
ま
す
。

　

サ
ー
ロ
イ
ン
や
ヒ
レ
は
、
ス
テ
ー
キ
の

代
表
格
。
脂
の
入
り
方
が
美
し
い
サ
ー
ロ

イ
ン
は
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
味
わ
い
。
一

方
、
牛
１
頭
か
ら
た
っ
た
３
％
し
か
取
れ

な
い
ヒ
レ
は
、
脂
肪
分
が
少
な
く
柔
ら
か

い
部
位
で
女
性
に
大
人
気
。
柔
ら
か
い
の

で
、
高
齢
者
に
も
お
薦
め
。

　

中
高
年
に
な
る
と
、
メ
タ
ボ
を
気
に
し

て
牛
肉
を
避
け
が
ち
で
す
。
調
理
方
法
を

工
夫
し
て
、
積
極
的
に
献
立
に
加
え
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　

牛
肉
は
健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
良
質

な
タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
で
健
康
に
良
く
、

お
い
し
い
こ
と
か
ら
日
本
の
食
卓
で
も
お

な
じ
み
で
す
。
お
い
し
さ
の
秘
密
は
、
調

理
し
た
時
の
特
徴
的
な
香
り
と
、
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
や
イ
ノ
シ
ン
酸
な
ど
の
う
ま
味
成

分
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

最
近
の
ス
ー
パ
ー
に
は
、
和
牛
や
輸
入

牛
の
ロ
ー
ス
、
サ
ー
ロ
イ
ン
、
モ
モ
、
ミ

ス
ジ
、
バ
ラ
、
カ
ル
ビ
、
ヒ
レ
、
ス
ネ
な

ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
部
位
が
並

ん
で
い
ま
す
。
部
位
に
よ
っ
て
独
特
の
味

わ
い
や
お
薦
め
の
調
理
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

脂
肪
分
が
少
な
く
、
鉄
分
を
多
く
含
む

ヘ
ル
シ
ー
な
牛
肉
と
い
え
ば
、
赤
身
の
モ

モ
で
す
。
か
み
応
え
の
あ
る
肉
ら
し
い
味

わ
い
が
特
徴
で
、
高
タ
ン
パ
ク
質
＆
ロ
ー

カ
ロ
リ
ー
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
と
し
て
も
利

用
し
た
い
お
肉
で
す
。
焼
き
肉
、
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
か
ら
煮
込
み
料
理
ま
で
、
幅
広

く
使
え
ま
す
。
大
量
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
含

む
ス
ネ
は
、
中
高
年
や
美
容
を
気
に
す

る
女
性
に
も
お
勧
め
で
す
。
カ
レ
ー
や
シ

チ
ュ
ー
、
ス
ー
プ
な
ど
の
煮
込
み
料
理
に

ぴ
っ
た
り
で
、
煮
込
む
こ
と
で
軟
ら
か
く

な
り
ま
す
。
焼
き
肉
で
人
気
の
あ
る
カ
ル

ビ
、
バ
ラ
、
ミ
ス
ジ
は
、
脂
肪
分
が
多
く
、

か
ん
だ
と
き
の
濃
厚
な
味
わ
い
が
特
徴
。

お
肉
を
食
べ
て
健
康
に
！

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
応
用
生
命
科
学
部
教
授
●
西
村
敏
英

★
牛
肉
を
お
い
し
く
調
理
し
よ
う
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報
告
事
項

1
．
平
成
27
年
度
ク
ミ
カ
ン
実
績
報
告

に
つ
い
て

２
．
平
成
27
年
度
補
正
予
算　

甘
味
資

源
作
物
産
地
強
化
緊
急
対
策
事
業
の
い

も
類
産
地
確
立
支
援
事
業
︵
ジ
ャ
ガ
イ

モ
シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
ま
ん
延
防

止
の
た
め
の
施
設
等
整
備
支
援
事
業
︶

の
公
募
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

３
．
そ
の
他

第
１
回
理
事
会

平
成
２
８
年
２
月
９
〜
１
０
日

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

車
両
洗
浄
施
設
お
よ
び

遊
離
土
砂
加
温
殺
菌
施
設
取
得
に
係
る

補
助
申
請
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
３
号　

定
款
付
属
書
役
員
選
任

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

規
約
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
５
号　

信
用
事
業
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

従
業
員
個
人
情
報
取
扱

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

特
定
個
人
情
報
取
扱
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

労
働
保
険
事
務
組
合
事

務
処
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

農
業
倉
庫
業
務
規
程
の

廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

信
用
供
与
の
最
高
限
度

額
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

貸
付
金
利
率
の
最
高
限

度
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

余
裕
金
の
運
用
方
針
及

び
運
用
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

余
裕
金
の
預
け
先
の
決

定
に
つ
い
て

議
案
第
14
号　

定
年
退
職
者
に
対
す
る

特
別
加
給
金
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
15
号　

平
成
28
年
度
事
業
計
画

︵
案
︶
に
つ
い
て

議
案
第
16
号　

平
成
28
年
度
員
外
利
用

料
率
︵
単
価
︶
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
17
号　

冬
季
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て

・
懇
談
事
項

①
平
成
27
年
度
決
算
見
通
し
お
よ
び

剰
余
金
処
分
の
考
え
方
に
つ
い
て

②
定
款
の
一
部
変
更
お
よ
び
規
程

類
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

③
車
両
洗
浄
施
設
お
よ
び
遊
離
土

砂
加
温
殺
菌
施
設
取
得
に
係
る
補

助
申
請
に
つ
い
て

④
平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

⑤
そ
の
他

議
案
第
18
号　

そ
の
他

報
告
事
項

1
．
農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

大
策　

農
政
新
時
代
～
努
力
が
報
わ
れ

２
．
平
成
27
年
産
農
協
斡
旋
種
子
馬
鈴

し
ょ
精
算
総
括
に
つ
い
て

３
．
平
成
26
年
産
麦
類
の
本
精
算
に
つ

い
て

４
．
各
係
会
議
の
意
見
集
約
に
つ
い
て

５
．
営
農
集
団
長
会
議
の
意
見
集
約
に

つ
い
て

６
．
平
成
27
年
産
民
間
流
通
小
麦
２
次

概
算
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

７
．
平
成
27
年
度
期
中
値
引
き
︵
奨

励
︶
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

８
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び
事

業
の
実
施
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

９
．
平
成
28
年
１
月
～
４
月
の
行
事
予

定
に
つ
い
て

10
．
内
部
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

11
．
そ
の
他

第
１
５
回
理
事
会

平
成
２
８
年
１
月
２
６
日

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

役
員
報
酬
審
議
会
委
員

の
委
嘱
者
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

組
合
員
の
資
格
変
更
並

び
に
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

そ
の
他

協
議
事
項

1
．
平
成
28
年
度
役
員
報
酬
の
諮
問
に

つ
い
て

２
．
そ
の
他

■
監
査
講
評

１
．
平
成
27
年
度
11
月
末
監
査
好
評
に

つ
い
て

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

理
事
に
対
す
る
貸
付
に

つ
い
て

議
案
第
２
号　

事
務
リ
ス
ク
管
理
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

資
産
査
定
要
領
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

そ
の
他

報
告
事
項

１
．
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
係

る
仮
渡
金
の
融
通
実
績
に
つ
い
て

第
₁₄
回	

₁₂
月
₂₈
日

第
₁₅
回	
１
月
₂₆
日

第
１
回	

２
月
９
日
～
₁₀
日

理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を
　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します
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い
て

議
案
第
５
号　

職
員
の
要
員
計
画
に
つ

い
て　
　

議
案
第
６
号　

行
政
庁
に
提
出
す
る
業

務
報
告
書
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

議
案
第
８
号　

麦
作
羽
衣
工
場
お
よ
び

旧
で
ん
粉
工
場
解
体
工
事
の
発
注
に
つ

い
て　

議
案
第
９
号　

そ
の
他　
　

報
告
事
項

1
．
平
成
28
年
度
営
農
計
画
作
付
面
積

集
計
及
び
過
去
６
カ
年
実
績
集
計
に
つ

い
て 

２
．
組
合
員
勘
定
5
ヵ
年
実
績
及
び
28

年
度
収
支
計
画
集
計
表
に
つ
い
て 

３
．
平
成
28
年
度
麦
作
施
設
修
繕
に
係

る
価
格
交
渉
結
果
に
つ
い
て

４
．
そ
の
他

催
及
び
提
出
議
案
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

﹁
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道

農
業
・
地
域
社
会
及
び
国
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
特
別
決
議
﹂
の
採
択
の
取

り
組
み
に
つ
い
て　

議
案
第
９
号　

平
成
28
年
度
内
部
監
査

方
針
及
び
監
査
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

平
成
28
年
度
経
営
定
期

点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

そ
の
他　

報
告
事
項

1
．
玉
葱
の
選
果
終
了
に
つ
い
て

２
．
平
成
27
年
産
て
ん
菜
代
金
の
仮
精

算
に
つ
い
て

３
．
平
成
27
年
度
内
部
監
査
室
業
務
活

動
報
告
に
つ
い
て

４
．
平
成
27
年
度
単
体
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
計
算
書
に
つ
い
て

５
．
平
成
27
年
度
自
己
査
定
の
結
果
に

つ
い
て

６
．
労
働
保
険
事
務
組
合
の
平
成
27
年

度
徴
収
・
納
付
状
況
に
つ
い
て

７
．
そ
の
他

　
第
３
回
理
事
会

平
成
２
８
年
４
月
１
日

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

販
売
業
務
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

清
里
町
農
業
振
興
資
金

運
用
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

る
農
林
水
産
業
の
実
現
に
向
け
て
～　

に
つ
い
て

２
．
網
走
市
小
麦
集
出
荷
施
設
取
扱
実

績
に
つ
い
て

３
．
年
間
経
営
定
期
点
検
実
施
報
告
に

つ
い
て

４
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び
事

業
の
実
施
内
容
の
報
告
に
つ
い
て

５
．
そ
の
他

第
２
回
理
事
会

平
成
２
８
年
３
月
３
日

■
監
査
講
評

1
．
平
成
27
年
度
事
業
の
監
査
報
告
に

つ
い
て

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

道
常
例
検
査
の
検
査
結

果
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

利
用
組
合
の
貸
付
に
係

る
理
事
の
連
帯
債
務
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

Ｊ
Ａ
冬
季
懇
談
会
の
意

見
集
約
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

税
効
果
積
立
金
の
取
り

崩
し
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針

の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
︑

貸
借
対
照
表
︑
損
益
計
算
書
︑
剰
余
金

処
分
案
︑
付
属
明
細
書
及
び
注
記
表
の

承
認
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

第
68
回
通
常
総
会
の
開

議
案
第
３
号　

平
成
28
年
度
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
４
号　

第
68
回
通
常
総
会
の
対

応
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

そ
の
他

　
報
告
事
項

1
．
平
成
27
年
産
規
格
外
小
麦
本
精
算

に
つ
い
て 

２
．
平
成
27
年
度
産
地
交
付
金
︵
畑
地

分
︶
実
績
内
訳
に
つ
い
て

３
．
平
成
28
年
度
清
里
町
農
業
振
興
資

金
貸
付
事
業
に
つ
い
て

４
．
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
対
策
検
討
会
議
の
概
要
に
つ
い

て５
．
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
シ
ス
ト
対
策
方

針
に
つ
い
て

６
．
そ
の
他

　
第
４
回
理
事
会

平
成
２
８
年
４
月
７
日

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

第
68
回
通
常
総
会
の
集

約
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

理
事
に
対
す
る
供
給
限

度
額
並
び
に
貸
越
極
度
額
の
決
定
に
つ

い
て

議
案
第
３
号　

特
定
組
合
員
及
び
再
建

組
合
員
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

理
事
の
報
酬
配
分
に
つ

第
２
回	

３
月
３
日

第
３
回	

４
月
１
日

第
４
回	

４
月
７
日

　

石
川　

学
さ
ん
（
第
７
営
農
集
団
）

　

東
野　

智
枝
さ
ん
（
網
走
市
）



①
林は
や
し
　

繁し
げ
き樹

②
日
帰
り
温
泉

③
健
康
に
留
意
し
業
務
を
遂
行

①
樽た

る
み見　

裕ゆ
う
い
ち一

②
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム

③
面
倒
な
こ
と
を
後
回
し
に
し
て
し
ま

う
癖
を
改
善
し
た
い
。

①
木き

む
ら村　

和か
ず
や也

②
自
転
車

③
電
気
・
機
械
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、

技
術
員
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
す
。

①
植う

え
む
ら村　

達た
つ
や也

②
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

③
ケ
ガ
を
し
な
い
こ
と

①
佐さ

と
う藤　

裕ゆ
う
じ司

②
子
供
と
遊
ぶ
こ
と

③
今
年
か
ら
正
職
員
に
な
っ
た
の
で
、

責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
行
動
し
た
い
。

①
朝あ

さ
く
ら倉　

翼
つ
ば
さ

②
映
画
鑑
賞

③
入
組
し
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
今

年
は
工
場
機
械
の
知
識
に
つ
い
て
勉
強

し
て
覚
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
菅す

が
わ
ら原　

眞ま

ゆ

み

由
美

②
特
に
あ
り
ま
せ
ん

③
健
康
に
気
を
付
け
る

製
造
課
の
仕
事

 

原
料
受
入
か
ら
副
産
物
・
製
品
出
庫

ま
で
の
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
製
造
に
関
連

す
る
業
務
を
総
勢
11
名
で
日
々
行
い
、

組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

職
員
紹
介

①
大お
お
の
さ
わ

野
澤　

好よ
し
み見

②
温
泉
巡
り

③
退
職
ま
で
も
う
少
し
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

①
山や

ま
が賀　

仁ひ
と
し志

②
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

③
操
業
中
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
よ

う
、
準
備
を
進
め
て
参
り
た
い
。

①
野の

む
ら村　

裕ゆ
う
じ二

②
車
の
洗
車

③
禁
煙
又
は
本
数
を
減
ら
す

①
森も

り
や谷　

尚な
お
ひ
ろ弘

②
読
書
（
マ
ン
ガ
）

③
家
の
庭
を
美
し
く
し
た
い

各課
紹介
で
ん
粉
製
造
部
製
造
課

でん粉製造部製造課

各課
紹介でん粉製造部製造課

各課
紹介業務部燃料自動車課給油所

職
員
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら
う
企
画
。
新
年
度
を
迎
え
人
事
異
動

も
あ
り
ま
し
た
の
で
︑
新
た
に
各
課
紹
介
を
致
し
ま
す
。

①
氏
名

②
最
近
ハ
マ
ッ
て
い
る
こ
と

③
今
年
の
目
標

木村　和也

山賀　仁志 野村　裕二森谷　尚弘 大野澤好見

植村　達也
朝倉　翼

林　繁樹

佐藤　裕司

菅原眞由美

樽見　裕一
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各課
紹介
で
ん
粉
製
造
部
製
造
課

でん粉製造部製造課

各課
紹介でん粉製造部製造課

各課
紹介業務部燃料自動車課給油所

17 組合だより　2016.4

燃
料
自
動
車
課
の
仕
事

　

生
活
・
営
農
用
燃
料
、
ピ
ッ
ト
作
業
の

提
供
と
各
種
用
品
類
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
、
組
合
員
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

職
員
紹
介

・
本
所
ス
タ
ン
ド

①
杉す
ぎ
や
ま山　

裕ひ
ろ
き紀

②
40
年
間
、
超
一
流
の
歌
手
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
き
続
け
て
い
ま
す
。

②
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
お
客
様
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て
、
地
域
に
求
め

ら
れ
る
給
油
所
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

①
浅あ

さ
の野　

雅ま
さ
き樹

②
小
学
、
中
学
の
野
球
観
戦
、
次
期
の

雪
像
の
構
想

③
小
学
、
中
学
の
全
道
・
全
国
大
会
に

つ
い
て
い
く
こ
と

①
田た

な
か中　

敏と
し
ゆ
き之

②
日
ハ
ム
観
戦

③
仕
事
を
頑
張
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
自

分
の
出
来
る
作
業
の
質
を
高
め
幅
を
増

や
す
。

①
寺て

ら
し
ま島　

加か

よ代

②
韓
ド
ラ
・
・
・
特
に
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ

に
（
ど
っ
ぷ
り
と
ハ
マ
ッ
て
お
り
、
年

甲
斐
も
無
く
青
春
を
懐
か
し
ん
で
い
ま

す
）

③
初
心
に
返
っ
て
、
体
重
管
理
も
初
心

に
か
え
り
た
い
で
す
。（
年
と
重
力
に

は
逆
ら
え
ま
せ
ん
ね
）

①
浅あ

さ
の
め

野
目　

沙さ

や耶

②
読
書
、
海
外
ド
ラ
マ
、
音
楽
系

③
早
起
き
と
貯
金

・
札
弦
ス
タ
ン
ド

①
田た

し
ろ代　

和か
ず
お男

②
旅
、
温
泉
、
動
物
番
組
鑑
賞
で
癒
し

を
得
る

③
体
重
減
量
で
心
身
と
も
に
体
力
づ
く
り

①
髙た
か
は
し橋　

幹か
ん
じ二

②
日
本
ハ
ム
の
応
援
（
テ
レ
ビ
観
戦
）

③
健
康
に
気
を
つ
け
る
こ
と
（
ダ
イ

エ
ッ
ト
）

本所スタンド

札弦スタンド

組合員状況
〈平成 28年４月１日現在〉

■組合員数　　　　〈前回報告より〉
正組合員（個人） 224名　（1  名  減）
　 〃 　（法人） 13法人（1法人増）
准組合員（個人）1,310名　（1  名  減）

〃 （法人） 0法人（変動なし）
　 〃 　（団体） 21団体（変動なし）
　　 　（合計）1,568

田代　和男 髙橋　幹二 杉山　裕紀浅野　雅樹

寺島　加代 浅野目沙耶

田中　敏之



タケノコと野菜の
重ね焼き

甘い春キャベツご飯

　旬のタケノコと丸い野菜を焼き・重ねる、和とイタリア
ンのコラボです。野菜たちの異なる食感と甘さ・香りなど
がお口いっぱいに広がります。アンチョビとチーズの塩味
がアクセントになりご飯もお酒も進みます。ナガイモの
シャキッと感を生かすため、後から焼きましょう。

春キャベツと切干し大根の甘味・梅干しの酸味が体に優し
い炊き込みご飯です。柔らかい春キャベツを楽しむために、
ご飯が炊き上がってから加えます。キャベツの存在感でボ
リュームもたっぷり。アサリは小さくなってしまうので、
取り出しておきましょう。

1食あたり

約365kcal

材　料（４個分）

材　料（４人分）

作　り　方

作　り　方

ゆでタケノコ（小さめ）……１本
ナガイモ…………………６〜７cm
長ネギ…………………………１本
シイタケ………………………４個
溶けるチーズ…………………15g
アンチョビ……………………１片

米………………………………２合
キャベツ………1/4 個（約 200g）
アサリ…………………………15 個
油揚げ…………………………１枚
切干し大根……………………12g
梅干し…………………………２個

⑴タケノコの根に近い側は 1.5cm 厚さに４枚切り、残

りは食べやすい大きさに切る。ナガイモは皮をむき

1.5cm 厚さに４枚切る。長ネギはナガイモと同じ長さ

に８本切る。シイタケは石突きを取る。

⑵フライパンを温めごま油を熱し、まずタケノコ、ネギ、

シイタケの両面を焼き、火が通ったらナガイモも加え

てさっと焼く。

⑶タケノコの上にナガイモ、ネギ２本、シイタケの順に

重ねチーズを載せる。

⑷アンチョビをほぐし、しょうゆ、酒、みりん、水と一

緒に合わせておき、⑶に加えてふたをする（弱火）。

⑸チーズが溶けたら器に盛り付け、お好みでピンクペッ

パーを振る（さんしょうや黒こしょう、七味唐辛子な

どでも代用可能）。

⑴米は 30 分以上浸水後、水を切る。アサリは砂抜き後、

殻をよく洗う。油揚げは熱湯で油抜き後、細めに切る。

キャベツはザク切りにし、水気を切る。切干し大根は

さっと洗い１〜２cmに切る。ショウガは千切りにする。

⑵鍋に米を入れ、キャベツ以外の材料を全て加える（ア

サリは最後に載せる）。

⑶沸騰するまで強火、その後弱火で 13 分加熱したら火

を止め、アサリを取り出しキャベツを加えてからふた

をして 12 分蒸らす。炊飯器の場合も同様に、蒸らし

に入ると同時にアサリを取り出しキャベツを加える。

⑷まだキャベツはしっかりしているが、全体をふんわり

と混ぜ合わせるとなじむので、梅干しの種を除き、ア

サリを戻していただく。

ごま油……………………大さじ１
しょうゆ…………………大さじ１
酒…………………………大さじ１
みりん……………………小さじ１
水…………………………大さじ１
ピンクペッパー………………適量

ショウガ………………………１片
だし汁…酒としょうゆを含む２カップ
酒…………………………大さじ１
しょうゆ…………………大さじ１
塩…………………………小さじ１

料理研究家●波多野充子

発
行
／
清
里
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　

北
海
道
斜
里
郡
清
里
町
羽
衣
町
２
番
地

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
５
２

︱
２
５
︱
２
２
１
１　

〒
０
９
９
︱
４
４
０
５

編
集
／
組
合
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷
／
星
印
刷
工
業
株
式
会
社


